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　　 これまでのあゆみ

　「島根くにびき国体」の開催が昭和57年に決定したこ
とを契機に、昭和49年に島根県ホッケー協会が発足し
た。競技会場は旧横田町（少年男女）と旧仁多町（成年
男女）に決まり、ホッケー競技の強化が進められた。当
時、ホッケーは島根県では馴染みの薄い競技であり、ま
さに初めての挑戦と言えるスタートであった。
　学校ではホッケークラブや部活動が誕生し、仁多郡の
行政やホッケー協会など、関係者の熱意により競技の普
及が進められた。昭和62年から平成30年までの間に、
仁多郡では全国大会規模の大会が延べ６回開催された。
また、中学校の全国大会、全国高校総体、全国スポーツ
少年団大会も実施され、いずれも好成績を収めた。
　環境整備の面では、平成７年に三成公園ホッケー場に、
平成14年に横田高校ホッケー場に人工芝が設置され、す
べてのカテゴリーがそこで練習を行うことで競技力が向
上した。平成22年には島根県ホッケー協会は、文部科学
大臣より「生涯スポーツ優良団体」として表彰され、令
和５年には奥出雲町が日本ホッケー協会より「ホッケータ

ウン」として認定を受けた。平成16年のアテネオリンピッ
クに横田高校ホッケー部出身者が選出されて以来、令和
６年のパリオリンピックまで6大会連続でオリンピアンを
輩出している。

　　 現在の状況

　令和６年、ホッケー協会は創立50周年を迎えた。人口
減少と少子化に伴い、小学生から高校生までの部員数は
多くはないものの、ホッケー教室や指導者講習会を実施
し、競技人口の維持に努めている。各カテゴリーにおけ
る指導体制が整い、統一された方針のもと、指導の質も
向上している。
　現在、小学生から成年までが全国大会に出場するよう
になり、強豪県として知名度も高まった。日本代表クラス
の実力を持つ選手が、他県所属を含め、数多く育成され
ている。

　　 これから

　ホッケー競技が島根のスポーツを象徴する競技として
発展し続けるよう、長期的な取り組みを目指している。
そのためには、競技人口の減少をいかに食い止めるかが
重要である。
　幼児期からホッケーの楽しさを伝え、その魅力を多く
の人に広め、競技に参加できる環境を整えていく。さら
に、高校、大学で活躍した選手が島根県に帰郷した後も
競技を続けられるよう、島根県および奥出雲町と連携し
て雇用環境の整備を進めることが今後の発展の鍵とな
る。2030年の「島根かみあり国スポ」では、「競技別総
合成績第一位」を目指し、島根のスポーツ界に大きく貢
献できるよう、さらなる強化に取り組む。

島根県ホッケー協会

２度目の３冠を達成した横田高校男子

全国スポ少大会で優勝した横田ホッケースポーツ少年団

創立50周年記念式典・祝賀会

　　 これまでのあゆみ

　島根県アマチュアボクシング連盟（現島根県ボクシング
連盟）は昭和49年７月に小玉耕平島根大学教授を会長
に発足した。昭和49年10月には日本アマチュアボクシン
グ連盟に加入、昭和50年５月にはくにびき国体の会場と
なる益田市にも連盟が設立され体制が強化された。
　当初は競技人口が少なく選手不足が悩みの種であった
が、昭和56年に浅見孝信選手（全日本選手権２位）が加
わるなど徐々に強化され、同年少年チームが「びわこ国
体」に初出場した。それ以来県勢は、成年か少年のどち
らかが中国地区代表の座を保ち、昭和61年「かいじ国体」
では成年チームが８位に入賞するなど活躍した。
　平成６年以降の国体以外での主な成績は、平成６年度
第48回全日本高等学校選手権バンタム級で福原卓司選手
（益田高校）が優勝、平成12年第53回全日本高等学校
選手権ミドル級で大隈隆明選手（江の川高校）が準優勝、
平成29年第16回全日本女子ボクシング選手権大会ライト
フライ級で岩田吏加選手（出雲北陵高校）が優勝などで
ある。

岩田吏加選手（左）と長澤誠二監督

　　 現在の状況

　日本アマチュアボクシング連盟が日本ボクシング連盟
に変更したことから、本連盟も島根県アマチュアボクシン
グ連盟から島根県ボクシング連盟へと名称を変え現在に
至っている。
　会長は島根県議会議員池田一氏、副会長には出雲市
議会議員今岡真治氏と島根県議会議員中村絢氏、元理
事長飯塚彰氏が就任している。
　本連盟に所属しているのは、出雲西高校ボクシング部、
シュガーナックルボクシングジム松江店、大池ボクシング
ジム、出雲ボクシングクラブ、益田ボクシングジム等で、
各ジムにおいて選手を目指す者と健康志向の者が一緒に
汗を流している。

　　 これから

　中国地区の競技レベルは全国的にも高いことから、平
成10年から25年間、島根県選手は本国体に出場してい
ない。競技人口も少なく、練習場所も限られている。し
かしながら島根県・島根県スポーツ協会の支援を受け、
令和５年３月には2021年世界選手権ウェルター級金メダ
リストの岡澤セオン選手を招聘した練習会の実施する
等、選手強化・体制強化を続けており、その結果、令和
４年度第２回全日本UJフレッシュボクシング大会中学生
女子48㎏級で金丸由良選手（出雲市立河南中学校）、中
学生男子68㎏級で兵主瑠聖選手（松江市立湖北中学校）
が優勝、令和５年度第10回全日本UJボクシング王座決
定戦中学生男子68㎏級で兵主瑠聖選手が準優勝、令和
５年度第75回全日本社会人選手権大会男子フライ級で中
尾勇悟選手（大池ボクシングジム）が３位入賞、令和５
年度２回全日本女子ジュニア選手権大会女子ライト級で
金丸桜花選手（出雲西高校）が３位入賞するなどアン
ダージュニアを中心に徐々に成果が上がってきている。
また、廣澤倫明副理事長（シュガーナックルボクシングジ
ム松江店）が本連盟初の日本ボクシング連盟Ａ級審判員
（レフリー）の資格を取得するなど体制強化も進みつつある。
　また、本連盟では、令和４年度からパンチを当てない
マスボクシングの大会も開催しており、令和５年には島根
県スポレク祭として第２回
島根県マスボクシング大
会を開催、実戦競技の選
手登録をしていない健康
志向の10歳代から70歳代
の者が参加するなど、生
涯スポーツとしてのボクシ
ングの普及も行っている。
　本連盟は、今後も2030
年島根かみあり国スポに
向けて、ボクシング競技
の普及・発展に努めてい
く所存である。

島根県ボクシング連盟

世界チャンピオン招聘事業（岡澤セオン選手＝前から２列目中央）

兵主瑠聖選手（右）と廣澤倫明
副理事長




